
9月12日（土）　2026年度秋季リーグ戦第２節２回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

神医大 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2

阪公大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 廣瀬 4 4 1 0 1 中 根来 4 4 0 0

2 二 石川 4 3 1 0 2 遊右 林 3 4 1 0

3 三 岩城 3 4 1 0 3 左 上岡 3 4 2 0

4 捕 岩本 3 4 0 0 4 指 前田 4 4 1 0

5 右 合田 3 3 1 0 5 一 田中創 4 4 0 0

6 指 黒木 3 3 1 1 6 二 荻沢 3 2 1 0

走指 中川 4 0 0 0 7 三遊 高田 2 3 0 0

7 一 児嶋 3 3 0 0 8 捕 小田 3 3 0 0

8 左 林 2 4 2 1 9 右 野田 3 2 0 0

9 遊 若井 3 2 0 0 打 中澤 2 1 0 0

投 山田悠希 4 – – – 三 越智 2 0 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 投 宮田 3 – – –

5 6 4 1 1 30 7 2 山本 4 – – –

川田 4 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

8 1 0 1 0 31 5 0
合計

滋賀学園

丸亀

乙訓

奈良県立郡山

清教学園

松阪

一条

須磨学園

倉敷青陵

富山県立高岡

神戸医療未来大学(3塁側) 大阪公立大学(1塁側)対

金沢桜丘

出

身

校

府立生野

大阪明星

泉陽

須磨学園

箕面学園

彩星工科

山梨学院

合計

須磨翔風

東農大二

出

身

校

高知中央

小松

日本航空

美来工科

山梨学院



【投手成績】 【投手成績】
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山田悠希 9 102 32 31 5 8 1 0 0 宮田 5 70 24 19 4 4 4 1 0

合計 9 102 32 31 5 8 1 0 0 山本 3 47 12 10 2 0 2 1 1

川田 1 16 5 2 1 1 1 0 0

合計 9 136 41 31 7 8 6 2 1

【戦評】

第１節に引き続き勝ち点を獲得できるよう、まずは１勝を挙げるべく、チーム一丸となって臨みました。

本日先発の宮田（工３・倉敷青陵）は、先頭打者を見逃し三振に打ち取った後、安打を許します。暴投や内野ゴロの間に走者を三塁へ進められるも、後続を断ち初回を無失点で切り出すと、２回は三者凡退に抑える順調な立

ち上がりを見せます。

一方の攻撃は初回、林（工３・大阪明星）が安打で出塁するも、得点には至りません。

４回表、守備の乱れなどから一死一二塁とされ、続く打者に適時打を放たれて先制点を奪われますが、なんとか最少失点で切り抜けます。５回にも、死球や安打で二死満塁とされますが、ここは落ち着いた投球でピンチを凌

ぎます。

中盤の３回から６回にかけて、相手投手を前に打線が振るわず、三者凡退に抑えられ、リードを奪うことができません。

６回からは山本（文４・清教学園）が、マウンドを任されます。四球を与えながらも７回には三者凡退に抑える粘りの投球を見せます。８回表、先頭打者に安打を許した後、適時打を放たれ、さらに１点を失います。

反撃に出たい打線は７・８回に、上岡（工３・泉陽）や荻沢（経３・富山県立高岡）が安打を放ちますが、後が続かず、無得点に終わります。

９回表、川田（理４・奈良県立郡山）がマウンドに上がると、安打や犠打により、得点圏に走者を背負いながらも、無失点で切り抜け、最後の攻撃に望みを託します。

迎えた最終回の攻撃、二死から上岡・前田（現４・須磨学園）の２連打で一二塁のチャンスを作ります。しかし最後まであと一本が出ず、試合終了。０－２で敗戦いたしました。


